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　いま、全国で、派遣労働者の正社員化を求める裁判が多数おこなわれています。裁判の中で、「従事する業務は正社員と同一」、「賃金は正社員の半分以下」、「夜勤や労災の危険のある仕事を強制される」、「何年働いても専門業務扱いで派遣社員のまま」などの派遣労働者の過酷な労働実態が明らかになっています。派遣労働者は、正社員との均等待遇や正社員化を要求し、そのための労働者派遣法の抜本改正を願っています。ところが、政府の改正案は、この派遣労働者の願いから大きくかけ離れています。
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□政府改正案の問題点□


 


 １ 原則禁止は偽り、実際は原則容認


①登録型派遣、製造業派遣の原則禁止といっても、派遣労働者２０２万人の８割弱が禁止の例外


②製造業派遣の原則禁止といっても、製造業派遣労働者５５万人の６割強が禁止の例外


③施行の３年先、５年先への先送り


 ２ 自公政府案を引き継ぐ２つの改悪


①事前面接の解禁とグループ会社内派遣の大幅容認


→正社員の派遣社員への置き換えの促進


②専門２６業務に３年を超えて従事する 派遣労働者に対する派遣先の雇用契約申込み義務の撤廃→何年働いても派遣社員のまま


 ３ 極めて不十分な 「直接雇用みなし制度」


直接雇用されても賃金は正社員の半分以下、有期契約１回で雇い止めの危険


 ４ 「均等待遇原則」の採用が必要


「均衡を考慮」では格差は是正できない
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７８．２％が派遣禁止の対象から除外！
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専門26業務（100万人）





専門26業務以外(102万人)





派遣禁止の対象はわずか２割・４４万人
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常用雇用以外





常用雇用





常用雇用以外





常用雇用
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【８割が派遣禁止されない】


（2008年6月1日時点、厚生労働省まとめ）





派遣先の事前面接の解禁


→派遣先の正社員を派遣社員に置き換える「派遣促進・置き換え法案」


　政府の改正案には、自公政府案を引き継ぐ「派遣先の事前面接の解禁」が入っています。派遣先の事前面接は、派遣先が派遣労働者の受け入れにあたって恣意的な差別、選別をすることを許すことになることから、現行派遣法では禁止されています。派遣先は、事前面接ができるようになると、気にいる派遣労働者が選べることから、どしどし派遣労働者を受け入れ、自社の正社員を派遣社員に置き換えることになります。








不十分な「直接雇用みなし制度」・有期契約の１回目で雇い止めの危険


　政府の改正案は、①禁止業務への派遣受入、②無許可・無届の派遣元からの派遣受入、③期間制限違反、④偽装請負、⑤登録型派遣原則禁止違反の違法派遣があった場合、派遣先が派遣労働者に対して労働契約の申込みをしたものとみなす「直接雇用みなし制度」をつくっています。しかし、政府案は、直接雇用の場合の派遣先での労働条件は、派遣労働者の時の労働条件と同一としています。これでは、賃金格差はなくなりませんし、有期契約の１回目で雇い止めされることになりかねません。
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労働者派遣法を抜本改正して





私たちの派遣法改正要求





１　「労働者派遣は、臨時的・一時的なものであり、常用雇用の代替にしてはならない」との原則を明記すること


２　製造業派遣は全面的に禁止すること


３　登録型派遣は通訳などの専門性の高い業務以外は禁止すること


４　派遣労働者の労働契約は「期間の定めのない労働契約」とすること


５　偽装請負、派遣期間制限違反等の違法派遣があった場合、派遣先との間に労働契約が成立したものとみなす「直接雇用みなし制度」をつくること


　　この場合、派遣先との間に成立する労働契約は、「期間の定めのない労働契約」とし、派遣先の同種の労働者の労働条件と均等の労働条件とすること


６　派遣労働者の労働条件を派遣先の同種の労働者の労働条件と均等とすること


７　派遣労働者の労働組合に対して派遣先が団体交渉に応ずる義務を明記すること
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